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はじめに 
   
   

 

 

本書では、顧客管理ソフトを使用して診断レポートの作成についてご説明させて

いただきます。診断レポートとは、G-scanで診断したデータを使用してその内容を

印刷することができる機能です。 

診断レポートの作成の際には、G-scanで診断した自己診断のキャプチャーデー

タ、データ表示の記録データが必要となりますので事前にご準備をお願い致します。 
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顧客・車両情報の入力 
   
   

 

1) 顧客管理ソフトを起動し、ホーム画面から「診断レポート作成」を選択します。 

 

〈図：ホーム画面〉 

 

2) 診断レポート画面の上部に顧客・車両情報を入力してください。 

 

〈図：診断レポート作成画面〉 

 



※注意と補足※ 

車両番号は必ず入力してください。 

既存の車両番号を入力した際はエラーが発生してしまいますので、その際は画面下側の「顧客・

車両検索」を選択し、該当する車両番号を選択してください。(ホーム画面から直接「顧客・車両検

索」を選択することも可能です) 

 

（顧客・車両検索を選択した場合） 

a.診断レポートに適用する顧客・車両情報を選択します。 

 

〈図：顧客・車両情報 検索画面〉 

  



b.「適用」ボタンを押しますと顧客・車両情報が診断レポートに適用されます。また、

この画面で内容を編集することも可能です。車両番号は編集できませんのでご注

意ください。 

 

〈図：顧客・車両情報 適用画面〉 

c.「適用しました。」と表示されますので、「閉じる」ボタンを押してください。 

 

〈図：顧客・車両情報 適用後の画面〉 

  



d.診断レポートに顧客・車両情報が反映されます。 

 

〈図：診断レポート画面〉 

※注意と補足※ 

 タブレットをお使いの方は、新規の顧客・車両情報を登録する際、画面下側の「顧客・車両登録」

を選択することで、車検証のQRコード読取を行うことが可能です。（ホーム画面から直接「顧客・

車両登録」を選択することも可能です。車検証から読み取れるのは国産乗用車のみになります。） 

 

〈図：診断レポート画面〉 

 



 

〈図：新規顧客・車両 登録画面 QRコード読み取り〉 

 

3) 「診断メモ」タブを選択しますと、ご用命事項や診断メモの入力を行うことができ

ます。環境設定で作業担当者の設定をしている場合は、担当者の選択が可能

です。 

 

〈図：診断レポート画面〉 

  



※注意と補足※ 

 入力された① 顧客・車両情報、②ご用命事項・診断メモは印刷時の診断レポートへ反映され

ます。 

 

〈図：印刷プレビュー画面〉 

 

  

① 

② 



   

自己診断ファイルの読込と編集 
   
   

1) 診断レポート画面で「診断レポート」タブを選択します。画面下側の「ファイル読

込」を選択しますと、保存されている診断ファイル(自己診断保存データ)の読み

込みを行うことができます。  

 

〈図：診断レポート画面〉 

 

2) 診断ファイルが表示されますので、読み込みを行うファイルを選択してください。 

 

〈図：診断ファイル読み込み画面〉 



3) 読み込みを行ったファイルの内容が反映されます。診断ファイルが複数ある場

合、「ファイル追加」を選択しますと、診断ファイルの追加を行うことができます。 

 

〈図：診断ファイル読み込み後の画面〉 

 

4) システム系統を選択しますと、システム系統の編集を行うことができます。 

系統は「パワートレイン」、「シャーシ」、「ボディ」、「その他」の 4種類から選択する

ことができます。 

 

〈図：診断レポートのシステム系統編集画面〉 

 



5) 判定を選択しますと、判定(故障コードの有無)の編集を行うことができます。 

判定は「〇(故障コードあり)」か「△(故障コード無し)」を選択することができます。 

「削除」ボタンを押しますと、選択した項目を削除することができます。削除したデー

タは元に戻すことはできませんのでご注意ください。 

 

〈図：診断レポートの判定編集画面〉 

 

6) 「保存」ボタンを押しますと、診断履歴として保存されます。 

 

〈図：診断レポート保存画面〉 

 



※注意と補足※ 

 保存した診断履歴は「顧客・車両情報」から確認することができます。 

 

〈図：顧客・車両情報画面〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   

データ表示ファイルの読込と編集 
   
   

1) 診断レポート画面で「エンジンデータレポート」タブを選択します。画面下側の「フ

ァイル読込」を選択すると保存されている診断ファイル(データ表示保存ファイル)

の読み込みを行うことができます。 この機能はタブレットのみご使用できます。 

 

〈図：エンジンデータレポート画面〉 

2) 診断ファイルが表示されますので、読み込みを行うファイルを選択してください。 

 

〈図：診断ファイル読み込み画面〉 



3) 読み込みを行ったファイルの内容が反映されます。「ファイル変更」を選択します

と、他のファイルを読み込むことができます。「診断レポート」とは異なり、ファイ

ルの追加はできませんのでご注意ください。 

 

〈図：診断ファイル読み込み後の画面〉 

 

4) 読み込みした記録データから診断レポートに反映させたいデータ項目を選択し

ます。記録データの項目にチェックしますと、選択項目に反映されます。 

 

〈図：記録データ項目選択画面〉 



5) 読み込みした記録データが連続記録データの場合は、サンプル項目にて連続

データ内の選択を行うことができます。 

 

〈図：サンプル項目選択画面〉 

6) 「保存」ボタンを押しますと、診断履歴として保存されます。 

 

〈図：診断レポート保存画面〉 

 

 

 

 



   

診断レポートの印刷 
   
   

1) 診断レポート画面の右下側にある「印刷」ボタンを選択しますと、診断レポートの

印刷プレビューを行うことができます。 

 

〈図：診断レポート画面〉 

2) 診断レポートの内容を確認し、印刷を行う場合は左上の印刷ボタンを押してくだ

さい。設定されているプリンターで印刷が開始されます。 

 

〈図：診断プレビュー画面〉 



※注意と補足※ 

環境設定で「ファイル読込みしていないシステムに判別記号〇(OK)を印刷する。」の設定が「す

る」の場合、下記のような表示になります。 

 

〈図：診断プレビュー画面 判別記号印刷時〉 

 

診断した内容(診断ファイル数、データ項目数)によって診断レポートの内容、ペー

ジ数が変わります。必要に応じて前の画面に戻り、レポートの内容を修正してくださ

い。 

 

〈図：診断プレビュー 診断レポート2ページ目〉 



 

 

〈図：診断プレビュー(エンジンチェック)〉 

プリンターで紙媒体などに印刷せず、Microsoft Print to PDF の機能で PDF として

印刷した際は、PC＞ドキュメント＞顧客管理ソフト＞診断レポートに PDF として保

存されます。 

 

 

※注意と補足※ 

エンジンチェックのレポートはタブレットのみ印刷できます。 

プリンターの設定関しましてはお客様ご自身での設定をお願い致します。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 インターサポート 

〒310-0803 

茨城県水戸市城南1丁目6番39号 

Tel  029-303-8021  Fax 029-303-8022 

ｈｔｔｐ：//www.inter-support.co.jp 

 

製品保守センター 

（修理のお問合せはこちら） 

Tel 0570-064-737 （ナビダイヤル※） 

サポートセンター 

（製品のご相談・ご質問はこちら） 

Tel 0570-064-737 （ナビダイヤル※） 

Fax 029-303-8055       

※IP電話・PHSからはご利用出来ませんので、FAXでお問い合わせください。 
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